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ースの担当者は、「放送衛星から 16APSK
変調波を受信し、QAM に変調して CATV
網への伝送を実現する」と説明していた。
製品として出荷できる時期を聞いてみたら

「2018 年秋」との回答であった。

　「CATV 最前線につながる価値」をキー
ワードに掲げたパナソニックは、2 種のト
ラモジ装置を紹介した。1 種は単一 QAM
変調方式で、もう 1 種は複数 QAM 変調方
式に対応している。出荷開始時期について
は、「2018 年秋の予定」と語っていた。
　ミハル通信は、「次世代 FTTH ネットワ
ーク & デジタルソリューション」をテーマ
に掲げ、高度 BS 対応トラモジ装置に加え
て、マルチポート型光ファイバー増幅器、
3.2GHz 対応の機器などを出展して総合力
を誇示していた。

　次世代 4K STB や既存の STB に接続し
て使える 4K チューナーを出展したのは、
テクニカラー・パイオニア・ジャパン、パ
ナソニック、住友電工、ソシオネクストだ。
今年 3 月にフランスのテクニカラーとパイ
オニアのジョイントベンチャーとして誕生
したテクニカラー・パイオニア・ジャパンは、
高度 BS 再放送対応の STB を出展して注
目を集めた。まだ参考出品と断っていたが、

高度 BS 放送の RF 伝送路と、IP-VOD や
OTT などの IP 伝送路に対応する製品であ
る。発売時期を聞いてみたが、はっきりと
した回答は得られなかった。同社は、この
他に OTT/IP 専用 STB、超高速ブロードバ
ンドゲートウエイも紹介していた。
　パナソニックは、高度 BS 対応の 4K チ
ューナーと 4K STB を並べて出展し、「チ
ューナーの発売は 2018 年 10 月、STB
は 2019 年春」と語っていた。4K チュー
ナーは、パナソニックの既設 4K STB に接
続することで、手っ取り早く高度 BS 放送
の視聴を実現する。

　住友電工は、RF 方式で伝送されるケー
ブルテレビ放送に加え、インターネットを
利用した動画配信にも対応するハイブリ
ッド 4K STB「ST4191」を出展して目
を引いた。「ケーブルテレビにプラスすれ
ば、楽しみ方がもっと広がる！」を謳った
この「ケーブルプラス STB」のデモでは、
YouTube チャンネルの 4K コンテンツを
再生して見せていた。ブースの担当者は、

「Android TV を採用したハイブリッド 4K
対応 STB」と説明していた。しかし、この
STB で高度 BS 放送に対応できるのかと聞
いてみたら「残念ながら高度 BS には対応
していない。視聴するには、例えばピクセ
ル社製の 4K チューナーとドッキングさせ
ることで実現する。2 台並べることになる
が、リモコンでスムーズな接続を可能にし
てあたかも 1 台のような操作性を維持する
方向で考えている」とのことであった。同
社のブースには、IP 専用の STB も並んで
おり、Google ストア、GoogleCast、音
声サービスに対応していると売り込んでい
た。 
　ソシオネクストは、ブースを構えていな
かったが、後述する「テーマ展示ゾーン」
の BS/110CS 4K8K 放送のコーナーで
ケーブルテレビ用小型受信機（チュ－ナ

　「進化するケーブル技術の新たな挑戦！」
をテーマに掲げた「ケーブル技術ショー
2017」が、7 月 20 日、21 日に東京国
際フォーラムで開催された。75 社・団体
が出展した今年の会場で注目を集めたのは、
高度 BS 放送（4K8K 実用放送）対応のト
ランスモジュレーション装置（トラモジ装
置）と家庭での視聴に必要な次世代 4K セ
ットトップボックス（STB）だ。

　2018 年 12 月から始まる予定の高度
BS 放送対応のトラモジ装置に関しては、
日本通信機、住友電工、パナソニック、ミ
ハル通信の 4 社が試作品を公開して競演し
た。
　日本通信機は、4K サービス用のトラモ
ジ装置「8666A」と 4K8K サービス用の

「8666B」の 2 種のトラモジ装置を参考出
展して実力を誇示していた。ブースの説明
員は、「高度 BS 右遷左遷信号を、単一また
は複数の 64QAM/256QAM 変調方式搬
送波で分割伝送できる装置」と語っていた。
出荷開始時期を聞いてみたら「2018 年 6
月から」との回答であった。筆者の見たと
ころ、今回出展した 4 社の内で製品化が最
も進んでいるように思われた。
　住友電工は、高度 BS 放送と BS 放送に
対応するトラモジ装置を参考出展した。ブ

「ケーブル技術ショー2017」「ケーブル技術ショー2017」

写真 1　日本通信機は、4K・8K サービス用のトラ
モジ装置を参考出展して、2018 年 6 月から出荷で
きると語っていた。

写真 2　テクニカラー・パイオニア・ジャパンは、
RF 伝送路と IP 伝送路に対応する次世代 STB を熱
心に売り込んでいた。
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　最も目を引いたのは、スーパーハイビ
ジョン（SHV）放送と VR のデモである。
SHV 放送のコーナーには、「もはや、番組
ではない。体感だ」というキーワードが掲
げられ、大相撲名古屋場所のライブ映像を
流していた。一方、JLabs による「次世代
ケーブル技術」のコーナーでは、「スラック
ライン」と「さくらまつり」の 2 本のコン
テンツによる VR 映像の再生デモが行われ
た。撮影は、ノキアの OZO を使って、須
高ケーブルテレビが行ったという。実際
に HTV 社のヘッドマウントディスプレイ

「VIVE」を着用して試遊させてもらったら、
幅 5cm のスラックライン上で躍動する若
者の映像が見事に再生されており非常に印
象的であった。また、須高ケーブルがこの
ような先端技術を早々と取り上げて映像サ
ービスを試みているというのも非常に新鮮
な感じを受けた。

ー）の試作品を披露した。NHK、KDDI、
J:COM、日本デジタル配信の共同開発との
ことで、ソシオネクスト製のチップが搭載
されている。

　既述の 4 社以外に、リーダー電子が
ISDB-S3 方式による 4K/8K 衛星放送用
受信機「LF6710」を紹介した。出力信号
インターフェイスは、1000Base-T で、
MMT/TLV 形式のストリームに対応してい
る。また、モニターに 16APSK 変調信号
の受信ステータスを明瞭に表示できるのが
特色である。
　今回シャープが出展しておらず、画竜点
睛を欠いていたが、着々と高度 BS 放送に
対応した受信環境が整ってきていることが
伺えた。

　トラモジ装置、次世代 STB 以外で注目
を集めたのは、ソニー、アストロデザイン、
朋栄、アビッド テクノロジー、エレメンタ
ル テクノロジーズだ。
　 ソ ニ ー は、4K HDR/4K SDR ワ ー ク
フロー、4K/HD 番組自動送出システム

「SWEV-X100」を目玉にして出展した。
注目の的になった 4K HDR/4K SDR ワー
クフローの映像比較デモは、同社の 55 イ
ンチ OLED テレビを使って行われた。こ
のワークフローを支えたのは、言うまでも
なく「HDRC-4000」コンバータである。

「SWEV-X100」は、1 台で 2K コミュニ
ティチャンネルに加えて、4K 放送の効率
的な混在運用を実現するのがメリットだ。
かつ「従来の番組送出機能に加えて、番組
コンテンツの管理機能を標準装備している」
と強調していた。なお、ソニーのブースに
は、今年 2 月に発売し、今年末に HDR 対
応を行うという 4K カメラ「PXW-Z450」
も展示されていた。

　アストロデザインは、NHK と共同で開
発 し た 4K/8K の MMT(MPEG Media 
Transport) レコーダー＆プレーヤー「CP-
5541A」、同アナライザー「SP5800」を
出展した。「CP-5541A」には、256GB 
SSD が内蔵されており、200Mbps のス
トリームを約 3 時間収録できると説明して
いた。

　 朋 栄 は、4K 対 応 ビ デ オ ス イ ッ チ ャ
「HVS-490“HANABI”」、4K 同 時 収
録・再生に対応したマルチチャンネルビ
デ オ サ ー バ ー「MBP-1000VS-12G」、
12G-SDI 搭載 4K マルチパーパスシグナ
ルプロセッサ「FA-9600」などでブース
を飾っていた。「FA-9600」のコーナーで
は、Perceptual Quantization（PQ） か
ら Hybrid Log-Gamma（HLG）に変換す
るデモで来場者の目を引いた。

　アビッド テクノロジーは、プロフェッ
ショナル向けクリエイティブ編集システム

「Media Composer」を前面に押し出し、
HDR 対応になっていると強調していた。対
応できるのは、HLG、PQ、S-Log の 3 方
式とのことであった。

　アマゾン ウエッブ サービスの傘下に入
ったエレメンタル テクノロジーズは、ファ
イルベース SDR、HDR10、HLG 方式の
コンテンツ変換とライブ 4K チャンネルプ
レイアウトを売り込んでいた。

　 最 後 に な る
が、 出 入 り 口 に
近 い 一 等 地 に 設
け ら れ た テ ー マ
展示ゾーンでは、

「4K8K ケ ー ブ
ル伝送技術」「次
世 代 ケ ー ブ ル 技
術 」「BS/110CS 
4K8K 放 送 」「 防
災減災技術」の 4
種の展示とデモが
行われた。

写真 4　「次世代ケーブル技術」のコーナーでは、
意表を突く「スラックライン」と「さくらまつり」
の 2 本のコンテンツによる VR 映像の再生デモが行
われていた。

写真 3　住友電工は、RF 方式で伝送されるケーブ
ルテレビ放送に加え、インターネットを利用した動
画配信にも対応する「ケーブルテレビプラス」を出
展して目を引いた。

☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。


